
事業概要
（400字以内）

都市計画道路三函台山線は、ＪＲ常磐線の湯本駅前にある温泉街と県道いわき上三坂小野線（旧国道
６号）を直結する幹線道路であるとともに、広域防災拠点である市の都市公園「２１世紀の森公園」へアク
セスする県第４次地震防災緊急事業五箇年計画の避難路及び地域防災計画における緊急輸送路に位置
付けられた防災・減災上重要な道路である。
このことから、本事業は、湯本川、旧国道６号、ＪＲ常磐線を跨ぐ老朽化した既設橋全ての架け替えを行

うことにより、防災機能の強化を図り、安全な道路ネットワークを確保するために進められた。
本事業により、橋梁部の安全性が確保されるとともに、旧国道６号からＪＲ湯本駅や２１世紀の森公園へ

のアクセス性が向上し、地域の活性化や観光・交流を促進する街路が整備された。

事業規模

事業延長
Ｌ＝５１１ｍ

幅 員
Ｗ＝１６．０ｍ

事業期間
平成１７年度から平成３０年度

事 業 費
５０．５億円
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応募No. ５

事業主体 福島県 実施都市名 いわき市

応募者名 福島県土木部

ふりがな
事業名称

としけいかくどうろ さはこだいのやませんせいびじぎょう
都市計画道路 三函台山線整備事業

事 業 概 要
（三函台山線整備事業）

さはこだいのやません かみみさかおのせん



事 業 位 置 図
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（三函台山線整備事業）
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都市計画図(用途地域図)
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（三函台山線整備事業）
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平面図

事業前
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（三函台山線整備事業）
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横断図 ※事業前・事業後が分かるように示してください。
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（三函台山線整備事業）
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路線全体の進捗状況
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（三函台山線整備事業）

今回応募区間 Ｌ＝５１１ｍ（平成３０年度完成）

ＪＲ常磐線

県道常磐勿来線

県道いわき石川線

いわき上三坂小野線
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三函台山線



平成１７年３月撮影

事 業 前 写 真

平成１７年３月撮影

平成１７年３月撮影
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平成３０年７月撮影

平成３１年３月撮影

平成３１年３月撮影

事 業 後 写 真 （三函台山線整備事業）



事業効果アピール資料
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（三函台山線整備事業）

湯本地区を支える道路に
！
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湯本地区観光客入込状況

約１万人増

（都）三函台山線開通後に、湯本地区を訪れる観
光客が約１万人増加

■（都）三函台山線の開通後、湯本地区の観光客が増え、商業・経済活動が活発
になった。また、第二次緊急輸送路、避難路及び通学路として、湯本地区を支
える重要な道路として機能している。



苦労や工夫等アピール資料
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（三函台山線整備事業）

暫定改良工事 （平成２４年度）暫定改良工事 （平成２２年度）

暫定改良工事 （平成２８年度）暫定改良工事 （平成２7年度）

現道路を供用しながら段階的に切り回して、工事を進めました。


